
令
和
五
年
十
月
、
三
十
年
振
り
に
全
国
義
士
会

連
合
会
の
総
会
が
泉
岳
寺
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し

た
。
世
間
で
の
忠
臣
蔵
の
認
知
度
が
低
下
す
る
中
、

ど
の
よ
う
な
総
会
に
な
る
か
不
安
で
し
た
が
、
成

功
裏
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
各
加
盟
団
体

の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
中
央
義
士
会
の
運
営
が
軌
道
に
乗
り
つ

つ
あ
る
中
、
こ
れ
ま
で
全
義
連
事
務
局
と
し
て
の

仕
事
が
十
分
に
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
ま
ず
は
総
会
の
開
催
を
実
現
す
べ
く
理
事
会

で
議
決
し
ま
し
た
。
二
年
前
か
ら
中
央
義
士
会
と

し
て
、
赤
穂
義
士
会
、
赤
穂
義
士
顕
彰
会
、
京
都

山
科
義
士
会
、
京
都
義
士
会
、
大
阪
義
士
会
、
笠

間
義
士
会
の
各
全
義
連
加
盟
団
体
に
ご
挨
拶
に
伺

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
海
道
義
士
会
に
も
お
伺

い
で
き
、
意
思
疎
通
の
良
い
関
係
が
構
築
で
き
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
、
皆
様
に
総
会
を

開
催
し
た
い
旨
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
い
た

だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

十
月
十
九
日
日
十
三
時
に
萬
松
山
泉
岳
寺
に
集
合
。
本
堂

に
お
い
て
松
根
大
地
住
持
導
師
に
よ
る
法
要
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
庫
裏
に
て
総
会
を
開
催
。
会
場
に
入
る
際
の

皆
様
の
和
や
か
な
お
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

大
内
満
利
子
全
義
連
会
長
か
ら
は
文
面
で
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。中
央
義
士
会
よ
り
浅
野
会
長
挨
拶
に
続
き
、

柿
崎
理
事
長
か
ら
総
会
開
催
に
至
っ
た
経
過
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
参
加
さ
れ
た
各
義
士
会
か
ら
自
己
紹
介
と

活
動
内
容
の
近
況
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
潟
県
新
発
田
市
武
庸
会
か
ら
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
い
た
だ
き
有
り
難
い
限
り
で
し
た
。
京
都
義
士

会
、大
阪
義
士
会
か
ら
は
文
面
で
の
参
加
に
な
り
ま
し
た
が
、

中
央
義
士
会
で
読
み
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
己

紹
介
と
近
況
報
告
に
よ
っ
て
、
各
義
士
会
の
方
々
の
皆
様
の

現
状
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
相
互
理
解
の
一
歩
に
な
っ
た
こ

と
は
開
催
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
は
泉
岳
寺
講
堂
に
移
動
し
、
浪
曲
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
浪
曲
師
国
本
は
る
乃
、
曲
師
広
沢
美
舟
に

よ
る
赤
穂
義
士
伝 

「
大
石
山
鹿
護
送
」
の
一
席
で
す
。
若
き

大
石
内
蔵
助
が
流
罪
の
軍
学
者
「
山
鹿
素
行
」
を
赤
穂
に
護

送
す
る
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
次
の
題
目
「
赤
垣
源
蔵
徳

利
の
別
れ
」
は
皆
様
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
国
本
は
る
乃
さ

ん
に
よ
る
熱
演
は
感
動
の
一
言
で
し
た
。

浪
曲
会
終
了
後
は
、
新
橋
の
会
場
で
中
華
料
理
を
い
た
だ

き
な
が
ら
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り

で
し
た
。

翌
二
十
日
は
観
光
バ
ス
に
乗
り
都
内
忠
臣
蔵
史
跡
巡
り

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡
康
彦
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が
行
わ
れ
ま
し
た
。
史
蹟
と
巡
る
順
番
は
、
柿
崎
理
事
長
が

選
定
。
史
蹟
を
順
に
記
載
す
る
と
、
小
山
屋
跡
（
大
石
内
蔵

助
潜
伏
地 
天
ぷ
ら
天
茂
）
→
堀
部
弥
兵
衛
住
居
跡 

（
討
入
り

最
終
表
明
）
→
堀
部
安
兵
衛
住
居
跡 

（
討
入
り
集
合
場
所 

安

兵
衛
公
園
）
→
杉
野
十
平
次
住
居
跡
（
討
入
り
集
合
場
所
）

→
吉
良
邸
跡
（
討
入
場
所
）
→
前
原
伊
助
住
居
跡 

（
討
入
り

集
合
場
所
）
→
宝
井
其
角
住
居
跡 

（
茅
場
町
）
→
堀
部
安
兵

衛
碑
（
八
丁
堀 

亀
島
橋
端
）
→
栗
崎
道
有
屋
敷
跡
（
八
丁
堀

駅
前
）
→
赤
穂
浅
野
家
上
屋
敷
跡
（
聖
路
加
国
際
大
学
）
→

築
地
本
願
寺
→
奧
平
家
上
屋
敷
跡
→
脇
坂
淡
路
守
屋
敷
跡
→ 

仙
石
伯
耆
守
屋
敷
跡
（
吉
田 

冨
森
出
頭
地
）
→
六
本
木
通
り

→
南
部
坂
→
三
次
浅
野
家
下
屋
敷
跡
（
赤
坂
氷
川
神
社
）
→

赤
穂
浅
野
家
下
屋
敷
跡
→
上
杉
家
中
屋
敷
跡
→
田
村
家
上
屋

敷
跡 

（
浅
野
内
匠
頭
切
腹
地 

新
正
堂
）
→
観
智
院 

（
畳
替
現

場
）
→
長
松
寺 

（
荻
生
徂
徠
墓
）
→
細
川
邸
跡 

（
大
石
内
蔵
助 

他
十
六
名
切
腹
地
）
→
泉
岳
寺
解
散
。
大
変
内
容
の
詰
ま
っ

た
史
蹟
巡
り
で
し
た
。

全
義
連
加
盟
の
皆
様
の
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
誠
に
有
意
義

な
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
皆
々
様
が
力
を
合
わ
せ
て
「
忠

臣
蔵
」「
赤
穂
義
士
」
を
盛
り
上
げ
、
赤
穂
義
士
四
十
七
士
が

忠
義
心
を
貫
き
忠
誠
心
を
な
し
遂
げ
た
こ
と
を
、
後
世
に
し

っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
の
が
私
達
の
使
命
だ
と
、
今
回
の
総

会
で
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
引
き
続
き
全
国
義
士
会
連
合
会

の
皆
様
が
相
互
の
関
係
を
深
め
、
さ
ら
に
活
発
な
活
動
を
続

け
て
行
く
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

庫裏での総会 泉岳寺本堂での法要

20 日のバスツアー
日本橋小山屋跡にて

講談の様子
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當
山
は
本
妙
寺
と
号
す
日
蓮
宗
の
寺
院
で
、
通
称
義
士

の
寺
と
称
し
ま
す
。

境
内
墓
所
に
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
四
月
に
当
時

京
都
に
在
住
し
た
赤
穗
浅
野
家
御
用
商
人
綿
屋
善
右
衛
門
が

建
立
し
た
墓
碑
が
あ
り
ま
す
。こ
の
墓
碑
は
吉
田
忠
左
衛
門
、

そ
の
子
吉
田
澤
右
衛
門
、
忠
左
衛
門
の
実
弟
で
あ
る
貝
賀
弥

左
衛
門
の
三
義
士
と
貝
賀
の
妻
お
さ
ん
の
四
名
を
合
祀
し
て

い
ま
す
。
貝
賀
は
元
来
日
蓮
宗
で
、
赤
穂
城
明
け
渡
し
の
直

後
よ
り
か
ね
て
か
ら
昵
懇
の
間
柄
で
あ
っ
た
京
都
の
綿
屋
善

右
衛
門
方
に
妻
お
さ
ん
、
娘
お
百
と
共
に
寄
寓
し
妻
子
の
行

く
末
を
善
右
衛
門
に
委
ね
て
い
ま
し
た
。

元
禄
十
四
年
十
二
月
十
四
日
に
吉
良
邸
に
討
ち
入
り
し
、

翌
年
二
月
四
日
切
腹
後
に
吉
田
、
貝
賀
の
三
名
の
鬢
髪
と

貝
賀
の
妻
お
さ
ん
を
葬
り
、
綿
屋
善
右
衛
門
は
貝
賀
の
宿

坊
で
あ
る
本
妙
寺
に
墓
碑
を
建
立
し
、
永
く
参
詣
怠
ら
ず

供
養
を
続
け
ま
し
た
。
一
人
残
さ
れ
た
貝
賀
の
娘
お
百
は
、

綿
屋
善
右
衛
門
が
懇
ろ
に
教
育
し
、
長
じ
て
綿
屋
の
同
業

者
で
あ
る
帯
屋
の
斉
藤
源
兵
衛
に
嫁
が
せ
、
そ
の
際
に
亡

き
父
貝
賀
が
所
持
し
た
義
士
の
書
簡
、
槍
先
な
ど
の
遺
品

を
お
百
に
持
た
せ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
遺
品
は
斉
藤
家
九

代
に
わ
た
り
家
宝
と
し
て
伝
わ
り
ま
す
。

時
代
が
流
れ
昭
和
の
初
期
に
斉
藤
家
は
ト
ラ
老
女
が
最

期
と
な
り
貝
賀
の
血
族
が
絶
え
る
時
、
斉
藤
家
の
家
宝
で

あ
る
貝
賀
の
遺
品
全
て
を
本
妙
寺
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
年
九
月
に
納
め
ら
れ
た
斉
藤
家
の
家
宝
は
義
士
の

遺
墨
七
十
余
点
、
槍
先
な
ど
の
遺
品
四
点
あ
り
、
そ
れ
ら

の
貴
重
な
遺
墨
遺
品
な
ど
を
管
理
保
存
す
る
た
め
に
京
都

義
士
会
を
立
ち
上
げ
、
令
和
の
今
日
ま
で
赤
穗
義
士
追
悼
、

顕
彰
す
る
赤
穂
義
士
祭
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

例
年
の
赤
穂
義
士
祭
は
十
二
月
十
四
日
に
本
妙
寺
義
士

堂
（
宝
物
館
）
に
遺
墨
遺
品
を
展
示
し
、
赤
穗
義
士
元
禄

義
挙
追
悼
法
要
を
奉
行
し
て
い
ま
す
。
本
堂
で
は
日
本
琵

琶
楽
協
会
関
西
支
部
様
の
全
面
協
力
の
下
に
「
赤
穗
義
士

伝
」
を
十
二
名
の
琵
琶
演
者
に
よ
る
奉
納
演
奏
が
行
わ
れ
、

境
内
で
は
テ
ン
ト
を
張
り
有
料
な
が
ら
討
ち
入
り
そ
ば
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
平
成
二
十
一
年
か
ら
は
兵
庫

県
赤
穂
市
よ
り
赤
穗
義
士
会
会
長
（
赤
穗
市
長
）
御
名
代

の
交
流
大
使
二
名
が
遠
路
の
と
こ
ろ
御
参
拝
い
た
だ
き
、

会
長
様
の
心
あ
た
た
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
交
流
大
使
で
あ

る
赤
穗
市
民
の
方
々
の
熱
い
思
い
を
毎
年
届
け
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

京
都
義
士
会
の
紹
介
及
び
活
動

　
　
　
　　
　
　
　
　
　

会
長　

橋
本
一
妙

綿屋善右衛門建立墓碑 四十七士像
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庶
民
の
人
気
の
娯
楽
「
浪
花
節
」
は
赤
穂
義
士
伝
と
云

う
新
作
で
武
士
道
鼓
吹
の
旗
印
を
立
て
、
先
ず
桃
中
軒
雲

右
衛
門
が
顕
れ
、
続
い
て
吉
田
奈
良
丸
が
立
派
に
基
礎
を

作
り
、「
浪
曲
」
と
し
て
一
大
芸
能
に
押
し
上
げ
ら
れ
た
。

そ
の
雲
右
衛
門
は
大
石
閑
居
の
地
、
山
科
に
大
石
の
銅
像

を
作
ろ
う
と
原
型
も
出
来
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
出
来
な

い
ま
ま
亡
く
な
り
ま
し
た
。

奈
良
丸
は
二
代
に
名
を
譲
っ
て
大
和
之
亟
と
な
り
、
こ

の
義
士
を
う
た
っ
た
お
陰
だ
か
ら
と
報
恩
の
た
め
大
石
良

雄
の
神
社
を
建
て
た
い
、
赤
穂
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
本
懐

を
達
す
る
元
を
築
い
た
の
は
こ
の
山
科
で
あ
る
。
昭
和
４

年
12
月
14
日
山
科
勧
修
小
学
校
の
義
士
講
演
会
に
吉
田
大

和
之
亟
出
演
し
、
こ
の
会
の
主
催
者
の
人
々
と
義
士
会
館

創
建
の
議
が
出
ま
し
た
。
６
年
３
月
14
日
こ
の
人
た
ち
が

集
ま
り
山
科
義
士
会
発
会
式
を
行
い
大
和
之
亟
は
こ
の
会

の
後
援
を
引
き
受
け
、
同
29
日
山
科
義
士
会
と
大
和
之
亟

の
両
者
よ
り
義
士
会
館
建
設
の
企
図
し
、
京
都
府
知
事
佐

上
信
一
に
申
し
出
ま
し
た
処
、
知
事
は
大
石
神
社
を
創
立

し
会
館
を
付
属
建
物
の
一
部
に
し
た
ら
と
提
議
し
一
同
同

意
、
そ
し
て
昭
和
10
年
12
月
大
石
神
社
鎮
座
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
山
科
義
士
会
発
会
当
初
か
ら
地
元
山
科
の
方
々
の

献
身
的
な
ご
奉
賛
に
よ
り
各
種
行
事
が
継
承
さ
れ
て
参
り

ま
し
た
。
こ
の
発
会
当
初
の
志
し
を
受
け
継
ぎ
、
現
在
京

都
山
科
義
士
会
と
し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。昨

年
12
月
14
日
「
山
科
義
士
祭
」
に
お
き
ま
し
て
も
山

科
各
地
で
祭
礼
、
法
要
が
営
ま
れ
、
第
47
回
山
科
義
士
行

列
も
盛
大
に
行
わ
れ
目
的
地
で
あ
り
ま
す
大
石
神
社
に
て

祝
い
の
勝
鬨
を
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
団
体
の

遺
跡
・
遺
産
巡
り
、
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
、
小
学
生
へ
の
地
元

歴
史
学
習
な
ど
、
当
会
よ
り
講
師
を
派
遣
し
講
演
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
忘
れ
去
ら
れ
が
ち
な
「
忠
臣
蔵
」
の
継
承

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

京
都
山
科
義
士
会
の
活
動
紹
介

　
　
　
　　
　
　
　
　
　

会
長　

進
藤
秀
保

令和５年の山科義士祭
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全
国
義
士
会
連
合
会
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
格
別
の
ご
高

配
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
穂
義
士
会
で
は
、
赤
穂
義
士
の
普
及
啓
発
の
た
め
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
回
は
昨
年
度
の
活
動
の
一
環
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

赤
穂
城
二
之
丸
庭
園
屋
形
舟
遊
覧

赤
穂
城
二
之
丸
庭
園
は
平
成
14
年
に
本
丸
庭
園
と
と
も
に

「
旧
赤
穂
城
庭
園　

二
之
丸
庭
園
」
と
し
て
国
名
勝
指
定
を

受
け
て
以
降
、
発
掘
調
査
の
成
果
に
基
づ
き
赤
穂
城
築
城
当

時
の
姿
に
復
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
て
整
備
が
継
続
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
池
泉
・
土
塀
等
の
整
備
も
進
み
、

往
時
の
姿
に
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
史
跡
の
活

用
と
義
士
顕
彰
の
た
め
、
赤
穂
義
士
会
で
は
平
成
18
年
度
、

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
開
催
に
合
わ
せ
て
「
赤
穂
城
二
之
丸
庭

園　

屋
形
舟
遊
覧
」
を
実
施
、
好
評
を
博
し
て
以
後
、
コ
ロ

ナ
渦
に
よ
る
中
断
は
あ
り
ま
し
た
が
毎
年
運
航
し
て
い
ま

す
。
屋
形
舟
遊
覧
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
浅
野

号
・
大
石
号
の
二
隻
の
木
造
舟
を
運
航
し
、
市
民
や
観
光
客

に
二
之
丸
庭
園
池
泉
を
回
遊
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
で
、
昨
年
度
は
４
月
29
・
30
日
と
義
士
祭
の
12
月
14
日

に
運
航
し
、
合
わ
せ
て
３
７
０
人
の
方
々
に
ご
乗
舟
い
た
だ

き
ま
し
た
。
景
品
付
き
射
的
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
イ
ベ
ン
ト

も
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
回
忠
臣
蔵
浮
世
絵
デ
ジ
タ
ル
展
覧
会
の
開
催

赤
穂
市
で
は
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

の
協
力
の
も
と
、
平
成
30
年
度
よ
り
赤
穂
市
が
所
有
す
る

忠
臣
蔵
浮
世
絵
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
、
現
在

約
２
６
０
０
点
の
公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
・

２
年
度
に
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
収
録
作
品
を
中
心
に
Ｗ
ｅ
ｂ

上
で
第
１
回
「
討
入
り
図
の
諸
相
」
第
２
回
「
義
士
の
頭

領
・
大
星
由
良
之
助
」
と
題
し
た
デ
ジ
タ
ル
展
覧
会
を
そ
れ

ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
11
月
３
日
よ
り
「
上

方
の
忠
臣
蔵
浮
世
絵
」
と
題
し
て
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治

時
代
に
上
方
（
大
阪
・
京
都
）
で
出
版
さ
れ
た
浮
世
絵
を
紹

介
す
る
第
３
回
デ
ジ
タ
ル
展
覧
会
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
同

展
は
、
令
和
４
年
度
に
赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
で
開
催
さ
れ

た
特
別
展
「
上
方
の
忠
臣
蔵
浮
世
絵
」
を
ベ
ー
ス
に
構
成
し
、

赤
穂
市
所
蔵
作
品
を
中
心
に
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵
作
品
を
加
え
、
89
件
・
１
６
１
点
の
作
品

に
解
説
を
付
け
た
も
の
で
す
。
浮
世
絵
と
い
え
ば
江
戸
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
上
方
に
お
い
て
も
独
自
の
発
展
を

遂
げ
、
と
り
わ
け
上
演
回
数
の
多
か
っ
た
忠
臣
蔵
は
上
方

に
お
い
て
も
最
も
多
く
描
か
れ
た
演
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
第
１
回
～
第
３
回
の
展
覧
会
は
い
ず
れ
も
継
続
公
開

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
浮
世
絵
で
展
開
さ
れ
た
忠
臣
蔵
文
化

を
ぜ
ひ
と
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

赤
穂
義
士
顕
彰
板
更
新

赤
穂
義
士
会
で
は
、
義
士
宅
跡
な
ど
の
義
士
関
連
史
跡
の

普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
市
内
各
所
に
顕
彰
板
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
同
時
に
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
も
力
を
注

い
で
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
に
は
木
製
支
柱
の
腐
食
に
よ

り
倒
壊
し
た
赤
穂
城
塩
屋
門
跡
の
説
明
板
１
基
の
修
理
と
、

御
崎
地
区
に
あ
り
ま
す
正
福
寺
の
路
地
入
口
と
山
門
前
の

２
基
に
つ
い
て
説
明
文
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
顕

彰
板
の
維
持
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

交
流
事
業

赤
穂
義
士
会
で
は
赤
穂
義
士
及
び
義
士
に
関
係
す
る
史
実

の
研
究
及
び
事
績
の
顕
彰
を
図
る
目
的
で
全
国
各
地
の
義
士

研
究
顕
彰
団
体
・
機
関
と
の
連
携
及
び
研
究
交
流
を
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
ま
し
て
、
平
成

21
年
度
よ
り
交
流
大
使
の
派
遣
を
行
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
度
は
４
年
ぶ
り
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
12
月

赤
穂
義
士
会
活
動
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

会
長　

牟
礼
正
稔
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10
日
の
大
阪
義
士
会
に
よ
る
赤
穂
義
士
奉
賛
祭
典
（
於
吉
祥

寺
）、
12
月
14
日
の
京
都
義
士
会
に
よ
る
赤
穂
義
士
追
悼
法

要
（
於
本
妙
寺
）
に
会
長
の
名
代
と
し
て
市
民
２
名
ず
つ
を

「
赤
穂
義
士
会
交
流
大
使
」
に
任
命
し
、派
遣
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
交
流
事
業
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

赤
穂
義
士
会
講
演
会

赤
穂
義
士
会
で
は
例
年
、
赤
穂
義
士
や
忠
臣
蔵
に
関
す
る

著
作
の
あ
る
研
究
者
や
作
家
を
招
き
、
講
演
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
12
月
９
日
に
時
代
劇
研
究
家
の
春

日
太
一
氏
を
お
招
き
し
、「
映
画
会
社
や
テ
レ
ビ
局
は
な
ぜ

『
忠
臣
蔵
』
を
作
ら
な
く
な
っ
た
の
か
」
と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
忠
臣
蔵
映
画
・
ド
ラ
マ
が
制
作
さ
れ
て

き
た
歴
史
や
制
作
事
情
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

忠
臣
蔵
の
魅
力
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
何
が

必
要
か
、
と
い
う
こ
と
な
ど
映
像
業
界
の
事
情
に
精
通
し
た

春
日
氏
な
ら
で
は
の
視
点
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
講
師
を
招
き
、
多
彩
な
テ
ー

マ
で
の
講
演
会
を
開
催
し
、
義
士
や
忠
臣
蔵
文
化
の
普
及
啓

発
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
聴
講
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
素
よ
り
赤
穂
義
士
会
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
改

め
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

交流大使の派遣（本妙寺）
屋形舟遊覧

春日太一氏による講演 赤穂城塩屋門跡説明板
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令
和
六
年
三
月
十
三
日
に
イ
タ
リ
ア
大
使
館
で
赤
穂
義

士
の
法
要
が
執
り
行
わ
れ
、
中
央
義
士
会
か
ら
も
八
名
が
参

加
し
た
。
イ
タ
リ
ア
大
使
館
は
、
松
平
隠
岐
守
中
屋
敷
跡
地

に
あ
り
、
元
禄
十
六
年
二
月
四
日
に
大
石
主
税
、
堀
部
安
兵

衛
、
中
村
勘
助
、
貝
賀
弥
左
衛
門
、
不
破
数
右
衛
門
、
岡
野

金
右
衛
門
、
大
高
源
五
、
菅
谷
半
之
丞
、
千
馬
三
郎
兵
衛
、

木
村
岡
右
衛
門
の
計
十
名
が
預
け
ら
れ
切
腹
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

法
要
が
終
わ
り
雑
談
な
ど
し
て
い
る
折
り
に
、
ベ
ネ
デ
ッ

テ
ィ
イ
タ
リ
ア
大
使
が
、
江
戸
時
代
の
松
平
隠
岐
守
中
屋
敷

絵
図
を
持
っ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
い
た
中
央
義
士
会
の
関

係
者
は
全
員
集
ま
っ
て
見
入
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
江
戸
時
代

の
松
平
隠
岐
守
中
屋
敷
の
絵
図
は
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
書
院
位
置
な
ど
を
確
認
し
、
大
石

主
税
ら
の
切
腹
し
た
場
所
の
推
定
に
入
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、

中
央
義
士
会
の
研
究
者
か
ら
の
言
い
伝
え
で
は
、
イ
タ
リ
ア

大
使
館
の
池
の
東
側
あ
た
り
が
切
腹
場
所
で
あ
る
と
は
聞

い
て
は
い
た
が
、
そ
の
確
定
は
屋
敷
絵
図
が
な
か
っ
た
た
め

に
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

絵
図
を
確
認
し
て
み
る
が
、
文
字
が
小
さ
く
読
み
づ
ら

く
、
読
み
解
く
の
は
そ
の
時
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

絵
図
は
、伊
予
史
談
会
が
「
伊
予
史
談
会
所
蔵
絵
図
集
成
」

の
中
に
「
江
戸
三
田
御
中
屋
敷
絵
図
」
と
し
て
す
で
に
刊
行

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

早
速
図
書
館
に
行
き
、
そ
の
絵
図
を
確
認
し
て
き
た
。
図

１
が
中
屋
敷
絵
図
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
は
嘉
永
六
年
九
月
の

写
し
で
あ
る
。
幕
末
に
写
さ
れ
た
絵
図
が
元
禄
時
代
の
屋
敷

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
が
、
嘉
永
六
年
よ
り

以
前
に
あ
っ
た
絵
図
を
写
し
て
い
る
こ
と
と
、
松
平
邸
の
位

置
は
、
元
禄
の
頃
か
ら
幕
末
ま
で
同
一
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
元
禄
時
代
の
切
腹
位
置
図
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
か
な

り
の
正
確
さ
で
切
腹
位
置
を
確
定
で
き
る
の
で
は
と
考
え

ら
れ
た
。

　

中
屋
敷
絵
図
に
は
、
敷
地
の
寸
法
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、

南
北
百
二
十
八
間
、
東
西
百
四
十
一
間
の
や
や
東
西
に
広
い
か

た
ち
を
し
て
い
る
。
現
在
の
寸
法
に
直
す
と
南
北
二
百
四
十
三

メ
ー
ト
ル
、
東
西
二
百
六
十
八
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

　

江
戸
時
代
の
中
屋
敷
の
場
所
は
、
御
府
内
場
末
往
還
其
外

沿
革
図
書
に
載
っ
て
お
り
（
図
２
）、
現
在
の
三
田
二
丁
目

に
あ
た
る
。
御
府
内
場
末
往
還
其
外
沿
革
図
書
に
は
、
元
禄

十
四
年
の
図
も
あ
る
が
、
幕
末
ま
で
位
置
も
大
き
さ
も
変

わ
っ
て
い
な
い
。

中
屋
敷
の
敷
地
寸
法
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
現
代
地
図
上

の
寸
法
に
合
わ
せ
て
屋
敷
絵
図
を
置
く
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
そ
れ
を
図
３
に
示
す
。
図
３
中
赤
枠
で
囲
っ
た
範
囲
が
、

中
屋
敷
の
敷
地
、
青
線
で
囲
っ
た
範
囲
が
現
在
の
イ
タ
リ
ア

大
使
館
の
敷
地
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
中
屋
敷
は
約
二
万
坪

の
広
大
な
面
積
を
持
ち
、
イ
タ
リ
ア
大
使
館
は
そ
の
一
部
に

あ
た
る
。
ま
た
、
現
在
あ
る
池
は
、
元
禄
の
こ
ろ
よ
り
拡
張

さ
れ
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

大
石
主
税
ら
が
切
腹
し
た
時
の
様
子
は
、
波
賀
朝
栄
聞
書

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
波
賀
朝
栄
は
、
赤
穂
義
士
が
大
名

に
預
け
ら
れ
る
際
に
、
松
平
家
と
し
て
、
大
目
付
仙
石
伯
耆

守
邸
に
受
け
取
り
に
行
き
、
ま
た
、
大
石
主
税
と
千
馬
三
郎

兵
衛
の
介
錯
も
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
聞
書
に
切

腹
位
置
と
、
立
ち
会
っ
た
人
々
な
ど
が
細
か
く
記
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
図
４
に
示
す
。
な
お
、
図
１
か
ら
５
ま

で
は
全
て
図
の
上
方
が
北
、
下
方
を
南
に
統
一
し
て
あ
る
。

図
４
か
ら
分
か
る
が
切
腹
位
置
は
、
書
院
の
南
側
で
、
書
院

か
ら
少
し
離
れ
た
位
置
に
三
方
が
置
か
れ
、
そ
の
す
ぐ
後
ろ

に
畳
二
畳
、
そ
の
上
に
綿
入
り
の
布
団
が
敷
か
れ
て
い
る
。

切
腹
人
の
西
側
に
介
錯
人
が
立
つ
位
置
が
書
か
れ
て
い
る
。

切
腹
人
は
、
書
院
に
座
し
て
い
る
幕
府
の
検
使
、
杉
田
五
左

衛
門
と
駒
木
根
長
三
郎
の
方
を
向
い
て
切
腹
す
る
。

　

こ
の
図
４
に
対
応
し
た
中
屋
敷
図
の
拡
大
部
分
を
図
５

に
示
す
。
図
５
と
図
４
を
比
較
し
て
み
る
と
分
か
る
が
、
両

方
と
も
書
院
の
横
に
二
ノ
間
が
あ
り
、
回
り
を
縁
側
が
囲
ん

で
い
る
と
こ
ろ
も
一
致
し
て
い
る
。
他
の
細
か
い
と
こ
ろ
は

少
し
異
な
っ
て
い
る
が
、
図
４
の
切
腹
位
置
は
図
５
に
示
し

た
切
腹
位
置
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の

切
腹
位
置
を
図
３
上
に
も
示
し
た
。
以
上
か
ら
切
腹
位
置
は

現
在
の
池
の
東
側
大
使
館
の
建
物
に
近
い
と
こ
ろ
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

　

写
真
１
に
、
現
在
の
イ
タ
リ
ア
大
使
館
の
池
の
写
真
を
示

す
。
池
の
左
少
し
上
に
舟
が
浮
か
ん
で
い
る
が
、
そ
の
舟
の

手
前
側
の
池
の
中
が
切
腹
位
置
に
な
る
。
な
お
、
後
世
切
腹

位
置
を
残
す
た
め
に
池
を
拡
張
し
、
池
中
と
し
た
と
の
言
い

伝
え
も
あ
る
が
真
偽
の
程
は
不
明
で
あ
る
。

　

最
後
に
「
江
戸
三
田
御
中
屋
敷
絵
図
」
の
使
用
を
快
く
承

諾
い
た
だ
い
た
、
伊
予
史
談
会
殿
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献

一
、「
伊
予
史
談
会
所
蔵
絵
図
集
成
」
伊
予
史
談
会
発
行

二
、
御
府
内
場
末
往
還
其
外
沿
革
図
書　

三
、「
波
賀
朝
栄
聞
書
」
赤
穂
義
士
史
料　

中
央
義
士
会
発
行

大
石
主
税
な
ど
十
名
の

　
　
　
　
　
切
腹
位
置
の
確
定

―
松
平
隠
岐
守
中
屋
敷
絵
図
―荻

原　

栄
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図１　江戸三田御中屋敷絵図
伊予史談会所蔵絵図集成より

図３　現代地図の上に江戸時代の屋敷絵図を重ねた図
赤枠は江戸時代三田御中屋敷の敷地。切腹位置は真ん中左の池の東に

あたる。青枠が現在のイタリア大使館の敷地

図２　江戸時代松平隠岐守中屋敷位置図
御府内場末往還其外沿革図書より

写真１　イタリア大使館の池
池の左上の舟の手前あたりが切腹場所

第 39 号 令和６年６月
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図４　切腹位置図
赤穂義士史料　「波賀朝栄聞書」（原題　四十六士物語）より

図５　江戸時代中屋敷一部　切腹位置
江戸三田御中屋敷絵図より
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吉
良
義
央
の
人
物
論
で
悪
評
が
述
べ
ら
れ
た
古
文
書
や
伝

承
は
、
単
に
伝
聞
と
い
う
こ
と
で
多
く
は
信
用
性
に
欠
け
る

と
さ
れ
退
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
今
回
は
そ
の
事
例

の
一
つ
と
し
て
『
岡
本
元
朝
日
記
』
を
評
価
し
て
み
た
い
。

㈠  

吉
良
義
央
の
美
術
品
所
望
（
吉
良
義
央
の
人
間
像　

　
　

  

の
一
側
面
に
つ
い
て
）

秋
田
県
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
秋
田
（
久
保
田
）
佐
竹

家
家
老
が
残
し
た
『
岡
本
元
朝
日
記
』
元
禄
十
四
年
三
月

二
十
五
日
条
に
よ
る
と
、
義
央
は
「
日
頃
か
ら
横
柄
な
人
の

よ
う
で
、
ま
た
方
々
で
名
物
を
所
望
し
て
入
手
す
る
悪
い
癖

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
先
年
、
津
藤
堂
家
の
三
代
目

和
泉
守
高
久
の
初
め
て
の
振
舞
で
屋
敷
へ
招
か
れ
た
時
も
、

飾
ら
れ
て
あ
っ
た
雪
舟
の
三
幅
対
（
さ
ん
ぷ
く
つ
い
）
の
掛

軸
を
せ
び
り
持
ち
帰
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
方
々
で
あ

る
の
で
、
出
入
衆
内
々
に
て
吉
良
殿
が
来
る
と
き
は
あ
ま
り

良
い
道
具
を
飾
ら
な
い
方
が
良
い
と
申
さ
れ
た
」
と
の
記
述

が
あ
る
。
元
朝
の
異
父
弟
で
あ
る
佐
竹
家
江
戸
屋
敷
大
番
頭

渋
江
十
兵
衛
光
重
の
十
七
日
の
情
報
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

「
元
禄
十
四
年
三
月
二
十
五
日
」条『
岡
本
元
朝
日
記
』（
秋

田
県
公
文
書
館
所
蔵
）

　
（
略
）

吉
良
殿
日
頃
か
く
れ
な
き
お
う
へ
い
人
ノ
由
。
又
手
ノ
悪

き
人
ニ
て
、
且
物
ヲ
方
々
よ
り
こ
い
取
り
被
成
候
事
多
候

由
。
先
年
藤
堂
和
泉
殿
へ
始
て
御
振
舞
ニ
御
越
候
時
も
、
雪

舟
ノ
三
ふ
く
対
御
か
け
候
へ
ハ
則
こ
ひ
取
被
成
候
よ
し
。
ケ

様
之
事
方
々
ニ
て
候
故
、
此
方
様
へ
御
越
之
時
も
御
出
入
衆

御
内
々
ニ
て
目
入
候
能
御
道
具
被
出
候
事
御
無
用
と
御
申

被
成
候
由
ニ
候
。

こ
れ
に
つ
い
て「
小
林
輝
久
彦
・
幕
府
高
家
・
吉
良
上
野
介
」

『
上
杉
と
吉
良
か
ら
見
た
赤
穂
事
件
』
は
「
藤
堂
家
と
義
央

の
間
に
縁
戚
関
係
は
見
出
せ
ず
、
ま
た
藤
堂
家
と
幕
閣
と
の

取
次
な
ど
の
御
用
頼
み
を
務
め
た
形
跡
も
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
交
際
関
係
の
認
め
ら
れ
な
い
藤
堂
家
で
の
話

も
事
実
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
批
判
し
て
い
る
。

『
吉
良
家
日
記
』
に
よ
る
と
藤
堂
家
は
寛
永
十
六
年

（
一
六
三
九
）
公
家
衆
の
宿
所
に
大
学
宿
坊
を
使
用
さ
せ
た
。

大
学
は
藤
堂
左
少
将
高
次
で
あ
る
。
協
力
的
だ
っ
た
。
正
保

二
年
（
一
六
四
五
）
に
は
、
伊
勢
専
修
寺
（
せ
ん
じ
ゅ
じ　

津
市
の
真
宗
高
田
派
本
寺
院
）
門
跡
堯
朝
（
ぎ
ょ
う
ち
ょ
う 

翌
年
幕
府
と
の
関
係
悪
化
で
自
決
、
高
次
妹
の
高
松
院
を
妻

と
し
て
い
た
）
が
藤
堂
大
学
別
宅
を
宿
所
と
し
て
い
る
。

ま
た
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
藤
堂
氏
に
よ
る
と
、
藤
堂

家
は
屋
敷
飾
り
な
ど
を
重
宝
す
る
家
柄
だ
。
高
次
は
寛
永
七

年
（
一
六
三
〇
）
休
務
肩
衝
（
か
た
つ
き
）、
吉
光
の
脇
指
、

虚
堂
（
き
ど
う
）
の
懸
幅
ま
た
師
聖
坊
の
肩
衝
、
貞
宗
の
脇

指
、
輝
東
陽
の
懸
軸
を
台
徳
院
・
大
猷
院
に
献
じ
た
。
子
の

高
久
は
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
虚
堂
の
墨
蹟
を
献
じ
た
。

こ
れ
は
父
の
遺
物
で
あ
り
、
藤
堂
家
で
は
美
術
名
品
の
収
集

が
為
さ
れ
て
い
た
。
肩
衝
は
茶
器
の
こ
と
で
、
吉
光
は
鎌
倉

時
代
の
刀
工
粟
田
口
吉
光
、
虚
堂
は
南
宋
時
代
の
禅
師
虚
堂

智
愚
の
名
品
、
師
聖
坊
は
師
匠
坊
と
も
い
い
名
物
の
茶
入

れ
、
貞
宗
は
鎌
倉
時
代
の
相
州
刀
工
で
、
輝
東
陽
は
中
国
の

禅
僧
東
陽
徳
輝
の
こ
と
で
千
利
休
な
ど
の
所
用
に
出
て
く

る
名
品
と
思
わ
れ
る
。

高
久
の
弟
の
右
京
大
夫
基
恒
は
実
は
藤
堂
家
か
ら
高
家
大

沢
民
部
大
輔
基
将
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
基
恒
は

義
央
と
交
代
で
京
都
上
使
を
務
め
、
二
人
は
高
家
を
代
表
す

る
立
場
に
あ
っ
た
た
め
、
義
央
を
藤
堂
本
家
に
も
招
い
た

で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
の
実
際
が
『
岡
本
元
朝
日
記
』
に
記
述

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
藤
堂
家
は
高
家
の
大
沢
家
と
親
し

く
、
御
用
頼
み
は
大
沢
家
が
や
っ
て
い
て
、
人
材
不
足
の

大
沢
家
に
頼
ま
れ
て
基
恒
を
養
子
に
し
た
の
だ
ろ
う
。『
公

室
年
譜
略
』
は
家
臣
喜
田
村
矩
常
が
藤
堂
家
三
代
の
高
虎
・

高
次
・
高
久
の
事
績
を
編
年
集
成
し
た
も
の
で
、
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）
七
月
大
沢
基
将
が
金
三
百
両
を
六
年
の
割
賦

で
藤
堂
高
久
か
ら
借
り
入
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
て
両

家
の
関
係
が
強
か
っ
た
。
義
央
と
上
杉
家
程
で
は
な
い
が
、

や
は
り
大
沢
家
も
藤
堂
家
の
合
力
を
得
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
基
恒
は
元
禄
十
年
に
死
去
し
、
跡
は
養

子
の
基
隆
が
十
歳
で
継
ぎ
表
高
家
と
な
っ
た
。
高
家
肝
煎
は

畠
山
民
部
大
輔
基
玄
・
大
友
近
江
守
義
孝
が
就
任
し
義
央
と

三
名
と
な
っ
た
。
伝
統
の
地
位
を
喪
失
し
た
大
沢
家
と
し
て

は
、
当
然
高
家
肝
煎
へ
の
復
帰
を
狙
う
の
は
当
然
の
成
行
き

だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
大
沢
家
は
桂
昌
院
人
脈
に
取
り
入

り
、
そ
の
地
位
を
回
復
す
る
動
き
を
し
て
い
た
。

基
恒
と
義
央
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
つ
対
立
が
伝
え
ら

れ
る
。
義
央
は
長
く
高
家
職
に
あ
り
事
実
上
独
走
状
態
で
、

基
恒
が
い
て
吉
良
家
権
力
の
抑
え
に
な
っ
て
い
た
。「
堯
恕

法
親
王
日
記
」『
妙
法
院
史
料
』
に
は
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）

基
恒
の
面
子
を
潰
す
義
央
の
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て

『
岡
本
元
朝
日
記
』史
料
批
判（
一
）

　

蟹
江　

元
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い
る
。
ま
た
正
月
儀
式
で
基
恒
・
義
央
両
人
が
問
答
し
た
こ

と
が
「
史
談
会
記
事
」『
舊
幕
府
』
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
基
恒

は
そ
の
年
に
心
痛
か
ら
で
あ
ろ
う
死
去
し
た
と
み
ら
れ
る
。

基
恒
は
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
京
都
参
向
の
上
使

役
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
忌
中
の
た
め
、
義
央
が
代
役
を
司
っ

た
。
こ
の
た
め
元
禄
四
年
か
ら
上
使
の
代
役
が
事
前
に
決

め
ら
れ
、
こ
の
年
の
義
央
の
代
役
は
由
良
信
濃
守
頼
繁
で
、

元
禄
六
、八
、十
年
は
義
央
の
代
と
し
て
基
恒
で
あ
る
。
元
禄

十
二
年
は
基
恒
が
既
に
死
去
し
て
い
た
の
で
大
友
義
孝
が

代
だ
っ
た
。

義
央
は
急
の
上
使
役
に
つ
い
て
は
心
許
無
い
と
心
配
す
る

文
書
を
残
し
て
い
る
。

「
吉
良
義
央
書
状
」
延
宝
二
年
五
月
十
六
日
　
華
蔵
寺
所

蔵
尚
々
、
去
九
日
京
都
夥
敷
炎
上
申
候
、
委
曲
安
兵
衛
方
へ

申
遣
し
候
間
、
書
付
可
有
被
見
候
、
若
上
使
ニ
可
罷
登
哉
と

無
心
元
存
候

吉
良
家
内
政
に
お
け
る
経
費
増
大
を
嫌
が
っ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
。

基
恒
の
あ
と
、
大
沢
家
の
中
核
は
大
沢
出
雲
守
基
躬
（
も

と
み
）
だ
っ
た
。「
追
記
十
六
条
」『
元
禄
快
挙
別
録
』
の
寛

永
寺
中
堂
供
養
に
は
「
東
叡
山
中
堂
建
立
供
養
記
の
元
禄

十
一
年
八
月
晦
日
条
「
来
月
三
日
、
中
堂
供
養
に
付
、
今
日

習
礼
有
之
。
高
家
吉
良
上
野
介
、
畠
山
民
部
大
輔
、
大
友
近

江
守
、
京
極
対
馬
守
、
織
田
能
登
守
、
大
沢
越
中
守
、
御
馳

走
人
秋
田
信
濃
守
、
藤
堂
備
中
守
、
黒
田
伊
勢
守
何
も
堂
内

東
之
方
畳
之
上
有
之
」
と
あ
る
。
大
沢
越
中
守
は
、
の
ち

出
雲
守
と
な
る
基
躬
で
、
藤
堂
備
中
守
は
備
前
守
高
堅
（
た

か
か
た
）（
伊
勢
久
居
五
万
石
）
し
か
該
当
し
な
い
。

基
恒
の
兄
弟
は
藤
堂
高
久
、
高
通
、
高
堅
（
た
か
か
た
）、

高
睦
で
あ
る
。
藤
堂
高
通
は
藤
堂
高
次
の
次
男
で
伊
勢
久
居

初
代
と
な
り
、
二
代
は
弟
の
高
堅
で
寛
永
寺
中
堂
供
養
記
に

馳
走
人
と
し
て
其
の
名
が
み
え
る
。

高
通
は
佐
竹
義
處
（
よ
し
ず
み
）
の
娘
清
（
き
よ
）
を
養

女
に
し
た
が
幼
く
し
て
死
去
し
た
。『
岡
本
元
朝
日
記
』
に

は
元
禄
八
年
一
月
十
六
日
条
お
そ
ら
く
参
勤
の
挨
拶
に
そ

の
妻
清
水
院
（
黒
田
長
興
娘
彦
子
）
と
と
も
に
高
通
の
名
が

み
え
る
。
清
水
院
の
死
去
に
つ
い
て
元
禄
十
四
年
一
月
に
記

述
が
あ
る
。
ま
た
、
黒
田
長
興
の
妻
は
佐
竹
義
宣
養
女
で
継

室
は
佐
竹
義
隆
娘
で
あ
る
。

以
上
か
ら
高
通
と
義
處
は
親
族
で
交
際
も
あ
り
高
堅
と
基
躬

は
馳
走
人
と
高
家
と
し
て
面
識
は
あ
る
が
、
佐
竹
家
へ
の
出
入

衆
と
な
る
と
、
佐
竹
家
・
大
沢
家
は
直
接
の
関
係
を
文
献
上
筆

者
は
見
い
だ
せ
な
い
。
内
々
と
す
れ
ば
、
義
央
に
話
が
漏
れ
な

い
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
義
央
が
藤
堂
家
で
美
術
品

を
せ
び
っ
た
可
能
性
は
と
て
も
高
い
の
で
は
な
い
か
。

「
伊
東
成
孝
・
秋
田
藩
重
臣
が
記
し
た
赤
穂
事
件
」『
古
文

書
倶
楽
部
二
〇
号
』
は
『
岡
本
元
朝
日
記
』
か
ら
「
時
代
劇

の
吉
良
像
は
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
」
と
し
た
。

義
央
が
美
術
品
な
ど
を
所
望
し
た
例
と
し
て
他
に
『
鹿
島

藩
日
記
』
の
元
禄
十
一
年
九
月
二
日
や
十
一
月
十
五
日
、
義

央
が
香
炉
な
ど
の
道
具
を
所
望
し
結
局
入
手
し
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
鹿
島
鍋
島
家
は
佐
賀
鍋
島
家
の
支
家
で
、

「
小
林
輝
久
彦
・
幕
府
高
家
・
吉
良
上
野
介
」『
上
杉
と
吉
良

か
ら
見
た
赤
穂
事
件
』
で
は
、
佐
賀
鍋
島
光
茂
が
義
央
の
相

聟
で
親
戚
だ
か
ら
気
安
さ
で
道
具
を
所
望
し
た
と
し
て
普

通
の
こ
と
だ
と
す
る
が
、
普
通
は
所
望
な
ど
し
な
い
。
遠
い

分
家
筋
に
気
安
く
言
え
ば
当
然
嫌
で
記
憶
に
留
め
る
。

㈡  

光
重
の
も
た
ら
し
た
刃
傷
事
件
の
情
報
に
つ
い
て

　

  

刃
傷
事
件
に
つ
い
て
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
略
）

二
十
五
日
、
く
も
る
、
昨
晩
江
戸
よ
り
十
兵
衛
状
越
申
候
、

今
月
十
七
日
日
付
に
御
座
候
、
江
戸
ニ
珍
事
候
由
。
故
ハ
、

公
家
衆
勅
使
ニ
御
下
り
候
由
、
右
之
御
馳
走
ヲ
浅
野
内
匠
殿

播
州
赤
宇
五
万
石
の
主
へ
被
仰
付
よ
し
、
当
月
十
四
日
ニ
於

御
城
勅
答
御
饗
応
の
筈
ニ
御
座
候
て
公
家
衆
登
城
、
内
匠
殿

御
同
道
被
成
候
由
、
最
早
将
軍
家
出
御
近
節
大
廊
家
と
申
所

に
而
、
吉
良
上
野
介
殿
ヲ
後
よ
り
内
匠
殿
小
サ
刀
ニ
て
切
付

被
成
候
由
、
う
す
手
ニ
候
由
、
上
野
介
殿
刀
ニ
手
ヲ
か
け
何

ヲ
す
る
や
と
取
て
返
給
ヲ
、
畠
山
民
部
殿
今
御
壱
人
誰
か
両

方
取
押
、
内
匠
殿
乱
気
と
被
申
候
由
、
是
ニ
て
上
野
殿
も
し

つ
ま
り
被
成
候
由
、
則
内
匠
殿
ヲ
ハ
田
村
右
京
殿
へ
御
預
ケ

被
成
、
其
夜
中
ニ
切
腹
ニ
被
仰
付
候
由
、
上
野
介
殿
□
□
疵

養
生
い
た
し
罷
出
可
相
勤
由
被
　
仰
付
候
ト
云
々
、
上
野
介

殿
高
家
衆
ニ
候
、
又
畠
山
も
高
家
衆
ニ
候
、
毎
度
　
勅
使
御

取
次
ハ
高
家
衆
被
　
仰
付
候
間
其
御
役
ニ
可
被
出
と
存
候
、

砌
意
趣
ニ
不
被
知
言
葉
も
不
懸
被
成
候
ハ
内
匠
殿
乱
心
ニ

候
、
尤
殿
中
所
が
ら
ニ
候
故
被
　
仰
付
可
有
此
事
ニ
存
候

（
略
）

佐
竹
家
は
外
様
で
あ
り
刃
傷
事
件
当
日
は
江
戸
城
に
い
な

い
の
で
情
報
は
取
り
に
く
い
状
態
だ
っ
た
。
光
重
の
情
報
の

前
半
は
「
吉
良
義
央
が
刀
に
手
を
か
け
応
戦
し
た
、
浅
野
長

矩
は
乱
気
」
と
明
ら
か
に
事
実
と
異
な
る
。
ま
た
「
田
村
家

へ
預
け
ら
れ
、
夜
に
切
腹
と
な
る
が
吉
良
に
は
咎
め
な
く
、

養
生
の
う
え
従
前
通
り
勤
め
る
よ
う
伝
え
ら
れ
た
」
と
も
あ
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る
。
喧
嘩
な
ら
ば
両
成
敗
が
適
用
さ
れ
る
が
、
そ
う
な
ら
な

い
の
は
長
矩
の
乱
心
で
あ
り
、
と
こ
ろ
が
義
央
に
処
分
が
な

く
長
矩
に
の
み
厳
し
い
即
日
切
腹
と
な
っ
た
の
は
現
場
が

殿
中
の
勅
使
答
礼
の
場
だ
っ
た
か
ら
だ
と
喧
嘩
両
成
敗
原

則
を
踏
ま
え
、
甚
だ
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
を
光
重
が
率
直
に

書
い
て
秋
田
に
送
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
情
報
に
心
情
を
加
え

た
も
の
で
、
当
時
の
武
家
に
共
通
の
反
応
で
あ
ろ
う
。

「
畑
中
正
博
・
赤
穂
事
件
再
び
・
・
東
山
文
庫
「
秋
田
史

談
会
記
事
」
よ
り
ー
」『
古
文
書
倶
楽
部
二
二
号
』
は
、
刃

傷
の
経
緯
を
書
い
た
家
老
梅
津
忠
昭
の
日
記
が
あ
る
と
し

て
取
り
上
げ
た
。

「
梅
津
忠
昭
日
記
」
を
篆
刻
し
た
と
い
う
文
書
を
次
に
掲

げ
る
。

三
月
十
四
日
（
元
禄
十
三
年
） 

天
気
よ
し

（
略
）

一
今
酉
の
刻
、
大
嶋
小
助
よ
り
手
紙
参
候
。
今
日
於
殿

中
、
浅
野
内
匠
頭
殿
吉
良
上
野
介
殿
を
後
よ
り
二
太
刀

御
討
被
成
候
。
其
節
其
場
に
御
留
守
居
御
番
梶
川
輿
惣

兵
衛
と
申
衆
、
御
在
合
内
匠
殿
御
討
の
小
サ
刀
御
取
候

由
、
上
野
介
殿
は
残
命
に
て
屋
敷
へ
引
取
、
内
匠
殿
は

田
村
右
京
殿
へ
御
預
の
由
、
即
戸
田
能
登
守
殿
被
仰
付

於
御
評
定
所
御
詮
議
有
之
由
御
座
候
、

同
十
五
日
　
天
気
よ
し
、

〈
略
〉

浅
野
内
匠
殿
、
昨
晩
の
内
に
切
腹
被
仰
付
候
、
吉
良
上

野
介
殿
へ
は
、
疵
平
癒
次
第
前
度
の
通
り
可
相
勤
の
由

被
仰
出
候
云
々
、

（
略
）

梅
津
半
右
衛
門
忠
昭
が
江
戸
に
て
一
四
日
に
大
嶋
小
助
重

為
か
ら
手
に
入
れ
書
い
た
も
の
で
「
吉
良
に
う
し
ろ
よ
り
二

太
刀
あ
び
せ
梶
川
に
刀
を
取
ら
れ
た
こ
と
、
馳
走
人
は
浅
野

に
戸
田
が
代
り
、
評
定
所
で
詮
議
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
秋
田
史
談
会
が
第
十
三
回
例
会
と
し
て
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
一
月
に
忠
昭
の
日
記
と
し
て
会
員
に
紹
介
し

た
も
の
で
、
そ
れ
を
秋
田
魁
新
報
が
報
じ
記
事
に
し
て
ス
ク

ラ
ッ
プ
集
成
し
た
も
の
の
み
残
っ
た
。
史
談
会
が
筆
写
し
た

原
本
も
残
ら
ず
、
元
禄
十
三
年
と
あ
る
の
は
こ
の
新
聞
記
事

が
間
違
え
て
追
記
し
た
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

一
四
日
当
日
に
大
嶋
重
為
の
手
元
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

江
戸
の
同
家
中
で
共
有
さ
れ
る
は
ず
で
、
光
重
と
重
為
の
情

報
に
差
を
生
じ
た
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
元
朝
の
他
の
日

付
の
日
記
記
事
に
は
光
重
・
重
為
の
手
紙
に
よ
る
元
朝
へ
の

情
報
も
書
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
重
為
情
報
が
あ
れ
ば
重
為

は
元
朝
に
伝
え
た
の
で
は
な
い
か
。
極
秘
に
す
べ
き
理
由
は

ど
こ
に
も
な
い
。
そ
も
そ
も
当
日
江
戸
城
詰
し
て
い
な
い
義

處
近
臣
の
重
為
が
な
ぜ
梅
津
忠
昭
に
手
紙
を
出
し
た
か
筆

者
は
理
解
で
き
て
い
な
い
。
義
處
が
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
す
れ
ば
、
吉
良
家
で
し
か
な
い
の
で
当
主
が
吉
良
家

で
得
た
情
報
と
記
載
さ
れ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
筆
者
が
こ
の

日
記
を
疑
う
の
は
、
そ
う
し
た
整
合
性
で
あ
る
。

ま
た
史
談
会
の
人
物
な
ら
ば
、
原
本
が
あ
れ
ば
大
切
に
残

す
は
ず
だ
が
行
方
不
明
で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
で
史
談
会
の

新
聞
記
事
の
複
製
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
残
念
な
が
ら
秋
田

県
立
公
文
書
館
は
「
梅
津
忠
昭
日
記
」
を
所
有
せ
ず
江
戸
時

代
に
筆
写
し
た
『
梅
津
忠
昭
日
記
抄
』
を
秋
田
県
庁
か
ら
の

移
管
で
所
有
す
る
（「
佐
藤
隆
・
秋
田
県
庁
旧
蔵
古
文
書
に

つ
い
て
」『
研
究
紀
要
』
第
十
六
号
）
の
み
で
、
三
月
一
四

日
の
記
事
は
『
梅
津
忠
昭
日
記
抄
』
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

県
庁
に
伝
わ
ら
な
い
日
記
を
史
談
会
が
な
ぜ
突
然
見
出
し

た
の
か
、「
梅
津
忠
昭
日
記
」
を
見
出
し
た
こ
と
が
な
ぜ
新

聞
記
事
に
な
ら
ず
、
こ
の
刃
傷
事
件
だ
け
記
事
に
な
っ
た
の

か
。
も
し『
梅
津
忠
昭
日
記
抄
』に
三
月
十
四
日
記
事
が
あ
っ

た
の
な
ら
、
翌
年
の
討
入
り
記
事
も
記
述
が
あ
る
は
ず
だ

が
。
こ
の
当
主
義
處
は
討
入
に
興
味
を
示
し
事
件
直
後
に
刀

番
平
沢
通
有
に
調
べ
さ
せ
た
経
緯
（「
畑
中
康
博
・
赤
穂
浪

士
吉
良
邸
討
ち
入
り
を
記
録
し
た
資
料
」『
古
文
書
倶
楽
部

３
１
号
』『
平
沢
通
有
日
記
』）
が
あ
り
、
当
然
忠
昭
も
関
心

が
あ
り
書
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
次
号
に
続
く
）

（
参
考
文
献
）

秋
田
県
公
文
書
館
・
岡
本
元
朝
日
記
第
１
～
３
巻
・
秋
田
県
２
０
１
５

　

 

～
２
０
１
７

青
木
昭
博
小
林
輝
久
彦
・
上
杉
と
吉
良
か
ら
見
た
赤
穂
事
件
・
米
沢
信

　

 

用
金
庫
２
０
１
７

西
尾
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
吉
良
家
日
記　

吉
良
町
史
別
冊
資
料
・
西

尾
市
２
０
１
３

寛
政
重
修
諸
家
譜　

藤
堂
氏　

大
沢
氏

上
野
市
古
文
献
刊
行
会　

喜
田
村
矩
常
・
公
室
年
譜
略
藤
堂
藩
初
期
史

　

 

料
・
清
文
堂
２
０
０
２

妙
法
院
史
研
究
会
・
妙
法
院
史
料
・
吉
川
弘
文
館
１
９
７
６

戸
川
残
花
・
舊
幕
府
４
卷
１
号
・
旧
幕
府
雑
誌
社
１
９
０
０

三
田
村
鳶
魚
・
元
禄
快
挙
別
録
・
中
公
文
庫
１
９
９
８

古
文
書
倶
楽
部
２
０
号
・
秋
田
県
公
文
書
館
２
０
０
７

鹿
島
藩
日
記
第
１
巻
・
祐
徳
稲
荷
神
社
１
９
８
７

古
文
書
倶
楽
部
２
２
号
・
秋
田
県
公
文
書
館
２
０
０
８

研
究
紀
要
第
十
六
号
・
秋
田
県
公
文
書
館
２
０
１
０

古
文
書
倶
楽
部
３
１
号
・
秋
田
県
公
文
書
館
２
０
０
９

平
沢
通
有
日
記
１ 

２
・
秋
田
市
歴
史
叢
書
１　

２
・
秋
田
市
２
０
０
７　

２
０
０
８
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一
月
二
十
八
日
（
日
）
中
央
義
士
会
の
恒
例
行
事
で
あ
る

引
揚
げ
ル
ー
ト
を
辿
っ
た
。
今
回
は
播
州
赤
穂
か
ら
赤
穂
市

議
会
議
員
二
名
を
含
め
十
四
名
の
方
が
参
加
さ
れ
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
る
五
十
名
を
越
す
応
募
が
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
す
で
に
複
数
回
参
加
さ
れ
た
方
も
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
歩
き
な
が
ら
の
感
じ
方
や
興
味
の
先

が
異
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
慮
し
、
参
加
者
を
三
班
に
分

け
、
一
班
は
主
に
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
、
二
班
は
播
州
赤

穂
か
ら
の
参
加
者
、
三
班
は
当
会
会
員
を
中
心
に
構
成
し
た
。

　

一
班
の
引
率
者
は
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
先
駆
者
と
し
て
旅

行
業
界
で
も
有
名
な
当
会
理
事
の
遠
藤
信
夫
さ
ん
が
担
当
。

遠
藤
信
夫
さ
ん
は
東
京
都
内
の
あ
ら
ゆ
る
コ
ー
ス
を
自
ら

企
画
し
ガ
イ
ド
を
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
元
禄
赤
穂
事
件
に

つ
い
て
は
勿
論
の
こ
と
忠
臣
蔵
以
外
の
知
識
も
豊
富
で
、
お

そ
ら
く
歩
き
な
が
ら
歴
史
や
周
辺
事
情
に
関
連
し
た
幅
広

い
角
度
か
ら
の
興
味
深
い
解
説
が
聞
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

二
班
は
筆
者
が
担
当
。
主
に
忠
臣
蔵
の
ふ
る
さ
と
播
州
赤

穂
か
ら
の
参
加
者
を
引
率
。
と
く
に
赤
穂
市
議
会
議
員
と

し
て
前
回
に
引
き
続
き
二
度
目
と
な
っ
た
井
田
議
員
、
今

回
が
は
じ
め
て
の
荒
木
議
員
の
両
議
員
が
参
加
。
そ
の
他
の

方
々
も
忠
臣
蔵
が
日
常
生
活
の
な
か
で
当
た
り
前
の
存
在

に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
慮
し
、
元
禄
赤
穂
事
件

を
肌
身
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
に
務
め
た
。
一
方

で
、
参
加
者
か
ら
は
赤
穂
で
の
忠
臣
蔵
事
情
な
ど
を
教
え
て

頂
き
な
が
ら
お
互
い
に
と
っ
て
有
意
義
な
時
間
を
共
有
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

三
班
は
当
会
ベ
テ
ラ
ン
評
議
員
（
現
参
事
）
の
礒
貝
信
行

さ
ん
が
担
当
。
当
会
会
員
を
主
体
に
編
成
し
た
こ
と
か
ら
、

メ
ン
バ
ー
全
員
が
お
互
い
に
気
心
知
れ
た
同
志
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
忠
臣
蔵
談
義
で
盛
り
上
が
り
、
極

め
て
満
足
度
が
高
か
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
礒
貝

さ
ん
は
今
回
の
引
率
に
あ
た
り
、
何
度
も
コ
ー
ス
の
下
見
を

重
ね
万
全
な
準
備
を
施
さ
れ
た
と
伝
え
聞
い
て
い
る
。
礒
貝

さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

す
で
に
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
説
明
を
重
ね
て
き
た
よ

う
に
、
今
日
で
は
中
央
義
士
会
が
過
去
に
編
集
発
表
し
て
き

た
ル
ー
ト
と
は
数
カ
所
で
異
な
る
道
筋
を
歩
い
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
奥
平
家
家
臣
櫻
井
惣
右
衛
門
が
書
き
残
し

た
書
翰
の
解
釈
の
齟
齬
を
正
し
た
結
果
で
、
以
前
は
引
揚
げ

途
中
の
一
行
が
櫻
井
惣
右
衛
門
に
門
前
で
誰
何
さ
れ
た
と
す

る
奥
平
家
の
屋
敷
を
、
旧
赤
穂
浅
野
家
上
屋
敷
に
隣
接
し
て

い
た
中
屋
敷
と
の
認
識
を
改
め
、
汐
留
の
奥
平
家
上
屋
敷
に

是
正
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
前
の
現
聖
路
加
国
際
病
院
・
聖
路

加
国
際
大
学
北
側
を
東
西
に
抜
け
て
い
た
ル
ー
ト
を
改
め
、

井
伊
掃
部
頭
蔵
屋
敷
南
東
端
の
辻
番
と
の
や
り
取
り
の
史
料

を
考
慮
し
、
軽
子
橋
を
北
側
か
ら
南
下
す
る
ル
ー
ト
に
変
更
。

　

更
に
は
築
地
場
外
市
場
南
端
を
銀
座
方
面
に
西
進
す
る

ル
ー
ト
を
改
め
、
そ
の
ま
ま
南
下
し
濱
御
殿
（
現
浜
離
宮
恩

賜
庭
園
）
の
北
西
角
の
表
御
門
前
を
新
橋
方
面
に
進
む
。
そ

の
右
手
一
帯
が
奥
平
家
上
屋
敷
跡
（
現
ベ
ル
サ
ー
ル
汐
留
か

ら
銀
座
郵
便
局
）
で
、
浜
離
宮
前
踏
切
跡
の
辺
り
で
一
行
が

櫻
井
惣
右
衛
門
に
誰
何
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
古
地
図
に

よ
れ
ば
現
築
地
場
外
市
場
の
南
端
か
ら
西
進
し
現
采
女
橋

手
前
を
南
下
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
そ
の
先
が
行
き

止
ま
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
日
で
は
築
地
場
外
市

場
を
そ
の
ま
ま
南
下
す
る
ル
ー
ト
を
通
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

基
本
、
一
行
は
泉
岳
寺
ま
で
の
最
短
距
離
を
辿
り
、
出
来

る
限
り
無
用
な
大
名
行
列
と
の
遭
遇
や
大
名
屋
敷
前
を
避

け
た
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
新
史
料
等
が
発
見
さ

れ
れ
ば
当
然
見
直
し
も
あ
り
得
る
が
、
現
在
は
当
会
が
辿
る

ル
ー
ト
が
よ
り
史
実
に
近
い
と
言
え
る
。

　

但
し
、
負
傷
者
も
多
く
、
先
頭
が
泉
岳
寺
到
着
時
に
は

シ
ン
ガ
リ
ま
で
は
相
当
離
れ
て
お
り
、
細
か
な
部
分
で
は
、

途
中
ど
ち
ら
か
ら
行
っ
て
も
同
一
距
離
の
ル
ー
ト
も
複
数

存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
員
が
同
じ
ル
ー
ト
を
辿
っ
た

か
は
定
か
で
な
い
。
少
な
く
と
も
、
後
半
は
映
画
や
ド
ラ
マ

の
よ
う
な
整
然
と
し
た
隊
列
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

引
揚
げ
コ
ー
ス
を
歩
く

　

柿
崎
輝
彦

赤穂浅野家上屋敷跡前泉岳寺門前
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今
年
三
月
十
三
日
、
東
京
都
港
区
の
イ
タ
リ
ア
大
使
館
を

訪
問
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
大
使
館
の
地
は

大
石
主
税
や
堀
部
安
兵
衛
ら
赤
穂
義
士
十
名
が
切
腹
し
た
伊

予
松
山
藩
松
平
家
中
屋
敷
跡
で
す
。
こ
の
日
は
ジ
ャ
ン
ル
イ

ジ
・
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
大
使
が
浅
野
内
匠
頭
の
御
命
日
の
前
に

泉
岳
寺
様
の
ご
住
職
を
お
招
き
し
て
法
要
を
勤
め
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
、
こ
の
法
要
に
同
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

十
年
前
に
も
一
度
、
大
使
館
を
訪
問
す
る
機
会
を
頂
き
ま

し
た
。
堀
部
安
兵
衛
の
生
誕
地
で
あ
る
新
潟
県
新
発
田
市
で

は
、
堀
部
安
兵
衛
武
庸
を
顕
彰
す
る
「
武
庸
会
」
が
平
成

二
十
五
年
に
結
成
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
年
に
安
兵

衛
が
切
腹
し
た
イ
タ
リ
ア
大
使
館
を
訪
問
し
た
い
と
、
直

接
、
大
使
館
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
が
、
断
ら
れ
、
意
気
消

沈
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
潟
イ
タ
リ
ア
協
会
の
助
太
刀
が
あ

り
、
翌
年
の
平
成
二
十
六
年
五
月
に
念
願
の
訪
問
が
叶
い
ま

し
た
。
実
は
こ
の
時
、
密
か
な
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
安
兵
衛
のD

N
A

が
染
み
込
ん
だ
お
庭
の
土
を
貰
い
受

け
、
安
兵
衛
を
新
発
田
に
里
帰
り
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
訪
問

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
だ
け
で
も
大
変
だ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に

土
が
欲
し
い
と
依
頼
す
る
と
訪
問
自
体
も
で
き
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
、
大
使
館
で
当
日
お
願
い
す
る
作
戦
で
訪
問

し
ま
し
た
。
切
腹
し
た
場
所
ま
で
案
内
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

大
使
館
の
方
に
『
土
を
下
さ
い
』
と
直
球
勝
負
！
ヒ
ッ
ソ
リ

と
土
を
頂
い
て
帰
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
泉
岳
寺
様
、
赤
穂
の
花
岳
寺
様
か
ら
も
分
骨
の

許
可
を
頂
き
、
新
発
田
の
長
徳
寺
に
平
成
二
十
九
年
に
堀
部

安
兵
衛
の
お
墓
を
建
立
し
大
使
館
の
土
も
一
緒
に
お
納
め
し

ま
し
た
。
納
骨
の
当
日
に
はYahoo!

の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

に
も
掲
載
さ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

唯
一
の
心
残
り
は
、
イ
タ
リ
ア
大
使
館
の
土
は
非
公
式
の
た

め
墓
碑
に
は
記
載
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
も
う
一
度
、
正
式
に
土
を
頂
け
な
い
か
と
相
談

さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
、
三
月
十
三
日
の
法
要
の
際
に
土
を

頂
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
十
三
日
朝
六
時
の
新
幹
線
に

飛
び
乗
り
、
十
時
に
大
使
館
前
に
到
着
し
ま
し
た
。
中
央
義

士
会
と
新
潟
イ
タ
リ
ア
協
会
の
皆
様
と
合
流
し
、
い
ざ
大
使

館
へ
！
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
法
要
会
場
と
な
る
ホ
ー
ル
へ
進

む
と
ウ
エ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
と
イ
タ
リ
ア
の
お
菓
子
を
頂
き

ま
し
た
。
泉
岳
寺
様
の
読
経
中
に
は
大
使
に
続
い
て
緊
張
し

つ
つ
焼
香
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

法
要
後
、
い
よ
い
よ
土
を
頂
け
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
大
使
が
額
装
さ
れ
た
旧
松
平
邸
の
古
地
図
（
写
）
を

持
っ
て
こ
ら
れ
、
柿
崎
理
事
長
と
共
に
切
腹
し
た
と
言
わ
れ

る
場
所
を
想
定
し
て
、
大
使
自
ら
ス
コ
ッ
プ
で
庭
を
掘
り
起

こ
し
、
持
参
し
た
骨
箱
に
土
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
庭
の
築
山
の
上
に
立
つ
義
士
を
顕
彰
す
る
石
碑
の

下
の
土
も
頂
き
ま
し
た
。
大
使
館
を
出
る
と
言
葉
に
な
ら
な

い
ほ
ど
の
感
動
と
共
に
帰
路
の
東
京
駅
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
新
潟
イ
タ
リ
ア
協
会
は
結
成
二
十
五
周
年
の
記
念

の
年
で
、
大
使
を
新
潟
に
お
招
き
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
も
し
大
使
が
新
潟
に
来
て
頂
け
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ

の
時
に
安
兵
衛
の
お
墓
に
大
使
館
の
土
を
納
骨
し
て
頂
け
な

い
だ
ろ
う
か
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
大
使
館
訪
問
と

　
　
　
　
　
堀
部
安
兵
衛
の
お
墓

　

長
徳
寺
住
職　

関
根
正
隆

イタリア大使館の土採取
左端がベネデッティ大使

イタリア大使館ベランダにて
ベネデッティ大使を囲んで
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令
和
五
年
十
二
月
十
四
日
、
泉
岳
寺
に
お
い
て
「
討
入
り

満
三
百
二
十
一
年
赤
穂
義
士
追
憶
の
集
い
」
が
行
わ
れ
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
穏
や
か
な
日
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

さ
ら
に
懇
親
会
で
は
チ
ケ
ッ
ト
の
取
れ
な
い
講
談
師
と
し

て
有
名
な
神
田
伯
山
師
が
登
場
す
る
と
あ
っ
て
、
百
三
十
名

の
方
が
参
加
さ
れ
た
。

午
後
二
時
か
ら
本
堂
で
、泉
岳
寺
の
読
経
に
よ
る
法
要
と
、

続
い
て
毛
塚
静
精
さ
ん
の
奉
納
詩
吟
が
厳
か
に
行
わ
れ
た
。

午
後
三
時
か
ら
柿
崎
理
事
長
の
挨
拶
と
義
士
子
孫
や
遠
方

か
ら
参
加
さ
れ
た
方
々
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、お
待
ち
か
ね
神
田
伯
山
師
の
講
談「
鍔
屋
宗
伴
」。

討
入
り
に
参
加
し
な
か
っ
た
赤
穂
家
臣
が
、
骨
董
屋
に
な
っ

て
、
討
入
り
を
援
助
し
た
話
。
こ
の
話
は
聞
い
た
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
熱
演
に
引
き
込
ま
れ
、
拍
手
喝
采
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
恒
例
の
感
謝
く
じ
引
き
で
、
多
く
の
方
に
当
た

り
が
出
た
。
残
念
な
が
ら
当
た
ら
な
か
っ
た
方
に
は
残
念
賞

が
配
ら
れ
た
。

な
お
、
参
加
申
込
は
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
方
々
か
ら
あ

り
多
く
の
方
に
、
お
断
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
、
こ

こ
で
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年
三
月
十
日
、「
浅
野
内
匠
頭
追
憶
の
集
い
」
と

題
し
高
輪
泉
岳
寺
に
て
浅
野
内
匠
頭
三
百
二
十
四
回
忌
法

要
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
中
央
義
士
会
会
長
浅
野

長
様
ご
夫
妻
は
じ
め
約
四
十
名
の
方
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

本
堂
で
の
厳
粛
な
法
要
に
引
続
き
、
関
係
者
に
よ
っ
て
浅

野
内
匠
頭
墓
域
に
卒
塔
婆
を
納
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
法

要
時
に
お
供
え
し
た
献
花
は
そ
の
後
数
日
間
同
墓
前
に
飾

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
法
要
後
は
参
列
者
一
同
庫
裡

二
階
に
場
所
を
移
し
て
第
二
部
を
開
始
。

筆
者
よ
り
「
昨
今
の
忠
臣
蔵
事
情
」
と
冠
し
、
昨
年
七
月

よ
り
開
始
し
て
い
る
泉
岳
寺
義
士
墓
域
で
の
ガ
イ
ド
を
通

し
て
見
え
て
き
た
、
参
拝
者
の
実
情
並
び
に
海
外
で
の
反
応

な
ど
を
お
話
し
さ
せ
て
頂
い
た
。
少
な
く
と
も
我
々
が
想
像

す
る
以
上
に
元
禄
赤
穂
事
件
は
世
界
的
に
浸
透
し
て
お
り
、

そ
の
評
価
は
高
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
発
表
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

本堂での法要の様子

神田伯山師の熱演

浅野内匠頭墓前での法要

赤
穂
義
士
追
憶
の
集
い

　

荻
原　

栄

浅
野
内
匠
頭
追
憶
の
集
い　

柿
崎
輝
彦
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ま
た
、
は
じ
め
て
の
試
み
と
し
て
余
興
に
落
語
を
一
席
設

け
て
み
た
。
お
招
き
し
た
の
は
忠
臣
蔵
に
造
詣
が
深
く
噺
家

と
し
て
有
名
な
三
遊
亭
楽
松
師
匠
、
お
題
は
「
淀
五
郎
」。

今
回
の
企
画
は
中
央
義
士
会
播
州
赤
穂
支
部
の
矢
野
支
部

長
の
ご
紹
介
で
実
現
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
史
実
を
中
心

に
活
動
し
て
き
た
当
会
に
と
っ
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
長
く
忠
臣
蔵
を
共
有
し
発
展
し
て
き
た
演
芸

関
係
と
も
太
い
パ
イ
プ
を
構
築
中
で
あ
り
、
泉
岳
寺
様
を
中

心
に
親
交
が
深
ま
っ
た
講
談
・
浪
曲
両
協
会
に
加
え
落
語
協

会
と
の
交
流
発
展
の
先
駆
け
と
し
て
期
待
し
た
い
。

ト
リ
は
お
楽
し
み
感
謝
く
じ
引
き
、
今
回
も
泉
岳
寺
様
を

は
じ
め
工
芸
呉
服
き
ぬ
や
様
（
赤
穂
市
）、
切
腹
最
中
で
有

名
な
新
正
堂
様
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
品
々
の

ご
協
賛
と
与
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
急
遽
お
願
い
し
た
楽
松

師
匠
の
直
筆
サ
イ
ン
色
紙
は
極
め
て
手
が
込
ん
だ
秀
逸
で

当
選
者
の
方
も
大
い
に
満
足
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
お
陰

様
で
参
加
者
全
員
に
漏
れ
な
く
景
品
が
行
き
届
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

編 

集 

後 

記

　

全
国
義
士
会
連
合
会
の
総
会
が
三
十
年
振
り
に

行
わ
れ
た
。
全
国
に
あ
る
赤
穂
義
士
の
顕
彰
会
が

集
ま
っ
て
、
情
報
交
換
を
始
め
と
し
た
赤
穂
義
士

の
顕
彰
を
広
め
る
た
め
に
始
ま
っ
た
が
、
一
同
に

集
ま
っ
て
の
総
会
は
、
こ
れ
ま
で
第
一
回
が
行
わ

れ
た
だ
け
で
、
そ
の
次
が
続
か
な
か
っ
た
。
三
十

年
前
と
は
各
団
体
も
代
替
わ
り
が
進
み
、
関
係
性

が
薄
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
先
ず
は
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
目
的
は
十
分
に

果
た
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
忠
臣
蔵
が
世
間
の
話

題
か
ら
薄
ま
っ
て
き
た
昨
今
、
全
国
義
士
会
連
合

会
の
結
び
つ
き
は
、
今
後
益
々
重
要
と
な
っ
て
い

く
と
思
う
。

　

新
潟
の
武
庸
会
が
、
堀
部
安
兵
衛
が
切
腹
し
た

松
平
隠
岐
守
中
屋
敷
（
現
イ
タ
リ
ア
大
使
館
）
の

土
を
持
ち
帰
り
、
新
発
田
市
長
徳
寺
の
安
兵
衛
の

供
養
墓
に
納
め
た
。
イ
タ
リ
ア
大
使
館
を
初
め
関

係
各
所
の
ご
厚
意
と
長
徳
寺
住
職
の
熱
意
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　

中
央
義
士
会
も
長
い
間
、
財
団
法
人
か
ら
任
意

団
体
へ
と
推
移
し
て
き
た
が
、
正
式
に
一
般
社
団

法
人
と
し
て
、
活
動
し
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
範
囲
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
可

能
に
な
る
。

　
　
　

編
集　

荻
原　

栄

　
　
　

校
正　

柿
崎
輝
彦
、
進
藤  

務
、
蟹
江  

元

　
　
　

印
刷　

㈱
正
大
印
刷
社

一
般
社
団
法
人
設
立
の
お
知
ら
せ

　　

中
央
義
士
会
は
令
和
五
年
十
二
月
十
四
日
、
東
京
法
務
局

に
一
般
社
団
法
人
設
立
申
請
を
提
出
し
受
理
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
一
時
期
任
意
団
体
と
し
て
活
動
し
て
き
た
中
央
義

士
会
は
令
和
六
年
四
月
一
日
よ
り
一
般
社
団
法
人
と
し
て
活

動
運
営
す
る
。

　

当
会
は
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）、
当
時
九
州
日
報

（
現
西
日
本
新
聞
の
前
身
）
社
長
で
衆
議
院
議
員
福
本
日
南

（
本
名　

福
本
誠
）
が
福
岡
市
崇
福
寺
（
筑
前
福
岡
城
主　

黒
田
家
菩
提
寺
）
に
約
五
百
人
を
集
め
開
催
し
た
義
士
会
を

起
源
と
し
、
そ
の
後
活
動
拠
点
を
東
京
に
移
し
た
福
本
日
南

等
を
中
心
に
、
明
治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
高
輪
泉
岳
寺

に
お
け
る
第
四
回
義
士
会
を
経
て
、
大
正
五
年
（
１
９
１
６
）

十
二
月
十
四
日
同
泉
岳
寺
に
お
い
て
中
央
義
士
会
発
会
式
が

挙
行
さ
れ
、
創
立
委
員
長
の
福
本
日
南
が
初
代
幹
事
長
に
就

任
。
昭
和
八
年
（
１
９
３
３
）
財
団
法
人
に
認
可
さ
れ
、
当

時
二
代
目
幹
事
長
亀
岡
豊
二
が
初
代
理
事
長
に
就
任
し
た
。

　

敗
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年
（
１
９
４
５
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り

解
散
命
令
が
下
さ
れ
る
も
昭
和
二
十
四
年
（
１
９
４
９
）
に

活
動
再
開
、
そ
の
後
平
成
二
十
年
（
２
０
０
８
）
の
公
益
法

人
制
度
改
革
に
よ
り
財
団
法
人
格
を
返
納
す
る
も
任
意
団
体

と
し
て
そ
れ
ま
で
の
全
て
を
継
承
し
て
き
た
。

　

令
和
六
年
四
月
一
日
一
般
社
団
法
人
中
央
義
士
会
と
し
て

の
運
営
を
開
始
し
た
。
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